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鉄筒法(二よ一青海底ボｰリンゾ

大1帷から孤立しいくつかの.島々からなるわが国にお

いてそれらを相互にトンネルまたは橋梁で結び文字

どおり国土の一本化を図ることは交通上ひいては産業

上の大きな要諦である.しかし海底トンネルにしろ波

海橋梁にしろ工事を行なうに先立って基礎となる海

底下の地質を詳細に調べなけれぱならないことはもちろ

んである･海底の地質調査には色々な方法が行なわれ

ているが最終的決め手となるのは何といってもボｰ

リング調査であってこのボｰリングによって地下の構

造とりわけ岩質･断層･亀裂･湧水の状態がよく判明

するのである.海底ポｰリングは色々の方法で行なわ

れているが(地質二LスNo57を参照)土木工事のため

の調査用にはいまだに良い方法が考えられていない.

ここに述べる鉄商法は従来米国'芹で補んに行なわれ

ているがわが国では新しい工法で今後の土木古而の

調査には大いに期待されるものである.この鉄商法

は東海サルベｰジKKが考案したもので冊和36年の

夏に建設備の要,淋により瀬戸内海の宇野～高松間でま

た同年秋には国鉄の要淋二より明石～岩屋(淡路島)間

でこの方法を使用して海底ボｰリングが行なわれた.

ここにこの工法の綴繋を述べてみよう.

豆.設備の概要

函);鉄筒の構造鉄筒の椎造は第1図第2図に

示すように断面iは1.2m×0.6mのだ円形長さ35.5m

の鉄筒を基本にしたものでその.トに3.8m×4.4㎜の

プラットホｰム(作業台)を載せボｰルト･ナットで取

り付けたものである.鉄筒の足元には長さ1.5㎜のシ

ュｰが取り付けられ鉄筒の内部には6多ンのガイドバイ

ブが内蔵されている.シュｰの上に底質が軟弱な場

合に限って蟹枚の翼をつけることがある.(写真4)鉄

筒の111央部は渦mm犀の鉄板を用い.ピけ珊端部で

は7mmの鉄板を用いて溶接している.それらを堪に

して全体が約§ノットの潮流に耐えられるように設計さ

れている.

b)1試簸機関係

本体……TF一明州肝式高速同1応試錐機

(利恨ポｰリング製)

掘さく深度能力300～400m

1珂巾云125～300～615r.p.n1

河約英幸

原動機……=三菱KE-3エ型亘､郷0～2,40⑰r.p.m13.5～32rP

ボンブ.....NB3A60型(最大601/min)

原動機……ヤンマｰNT85型1,650～1,750r.P.m5,5～6.5冊

｡):アンカｰ(第1図参照)アンカｰは鉄筒の上部

川に4コ下部用に2コ～4コを設置する.アンカｰ

ラインは21mm径×100mの鋼索を使用しその先に

1トンの沈錘とさらに32mm×2§獅のチェｰンを介

して1･5トンの鉗が取り付けられている.

d)1作業船作業船は1号船(6いン)2号船(60

トン)3号船(5トン)の3隻を使用し2号船はポｰリン

グ鉄筒の設置にのみ使用し終ればすく“に引き揚げてし

まう.1号船は母耕としてボｰリング用具を積み込ん

でいるが倉庫船をも兼ねている.3号船は連絡に使用

している.

2.設置要領

黎);位置測鐙海上保安庁水路部の水捌班によっ

て予定地点の測量が行なわれた.

b):アンカｰリングアンカｰラインの長さは水

深の3倍ぐらいを見ているのが潜遡である.二の場合

水深が30mであるのでアンカｰラインの長さは100m

としている｡試鍬予定地,蝋から潮流ぴ)上下方向に対し

て約90m触れた地点第1図及策3図に各2コずつ計

4コのアンカｰと沈錘を降ろしそれに連なる100mの

ワイヤｰロｰプを浮標に結んで4コの浮標を試錐地点

付近に集めておく.アンカｰ1コを設置する場合船

が設置点に到着してから4時間以内に完了するように迅

速に行なわなければならないというのは6時間以上も

締過すると沸い流れが変わり予定地点に設置するのが

むずかしくなるからである.鉄筒の上部用に4コ下

部用に2苅汀ンカｰを設置するのに約1週間の1二11時

を要しているようである由

C):鉄筒⑳設置あらかじめ堆地において組み

立てられた鉄筒は内部に空気が充洲しているので横倒

の婆で海上に浮.1二している.

このように汀遊した姿のままで鉄筒は2号船に曳航さ

れて試錐地､点まで運ばれる.(写真1)試錐地点に達する�



ユ7

と浮標に連なるアンカｰラインを第4図のように取りf寸

ける･取り付けが終ると鉄筒の上部にある排気周電磁

弁(第5図)を徐々に開放し下部にある注水用口から鉄

筒内に海水を注入させる･海水の注入につれて鉄筒は

徐々に傾き下部の方から海中に沈んでいく.(顯2)

鉄筒の底が海底面から1m～2m上のところに達した時

一時電磁弁を閉じて海水の注入を､止めやや重直に浮遊

している姿のままで一方の上部用アンカｰライン(2木)

を取り付ける･(写真3)そのあと再び電磁弁を全開し

鉄筒が海底に突き差さるようにして設置する.この場

合あらかじめ底質の状態は調査しておくのであるが

底質が非常に柔らかいようであれば2枚の翼(写真4)を取

り付けて降ろし逆に非常に堅い場合にはシュｰは海

底面に接触する程度の状態になるので潮流が早い場合

にはやや不安定となる･鉄筒が海底に設立されたら

船上にあるウインチで鉄筒を垂直に調整しながらアン

カｰラインを緊張させる.このように鉄筒を設立する

だけで1日を要しさらに垂直に調整するのに1日を要

している.

d);作業台の取り付け鉄筒の設置が完全に

終ると写真5に示すように試錐作業台(プラットホｰム)

を船から起重機で降ろし鉄筒上部にボｰルト･ナット

で締めつける.(所要目数は1円である)

e);試錐機その他の取り付け試錐機ポンプ

パイプ櫓等が次々と船上から作業台に起重機でもって

運ばれ所定の位置に取り付けられる｡パイプ櫓の高さ

は8･5mでロット2歩きりで昇降作業を行なっている.

(全装置を取りト1'けた婆は写曳6のよう1二なる)

3一試錐作業･

ここでは宇野～高松間で行なわれた試錐作業の概要

を参考に記す.

a);ヶ一シング海底の表層が砂質または粘土

質の場合にはもちろんケｰシングを挿入することは陸皿ヒ

の場合と同じで探掘りを行なイニ後にsザケｰシング

を蝸触凌で挿入している圭し､かし§ザではつアｰチ

盟一ブとの聞畷が大きいわめ深度28節に達してから

堪ザケｰシングを改めて挿入し直しわ岨

｡):=1アｰ採取コアｰチュｰブは85mm径の

ものを使用しビット回転を!タルの場合は120r,p.m

ダイアモンドの場合には450～500r.P.mにして掘進し

ている･砂層および粘土層の場合はポンプの送水を

一時停止させ約2cm～4cmくらい焼き付けを起こさ

せてコアｰを採取している.深度30m付近でシン

ウォｰルサンプラｰを2回使用している.この場合

給圧を0.8トン→1.1トン→L5トン→2トンと段々と加

えていって70cmほど貫入させたが最初の回は刃先が

完全につぶれていて失敗であった｡深度55㎜付近で

タプルコアｰチュｰブを使用してみたが泥水に砂がた

くさん混っていたためか水圧が上昇して掘進が困難と

なったのでこれの使用を中止している.

礫は所々に介在し大きいもので60mmぐらいのも

のがコアｰとして採取されてきている.コアｰの採取

率を示せば次のとおりである.

(深陵)

0～25.1n1

25.1～54,7

54.7～60,7

60.7～78,2

78.2～80.23

80.23～100.25

100.25～110.16

(採取卒)

�─

�─

11紘

�─

工O%

�─

㌳─

(地層)

砂層

堆積層及安山瑞(粘土風化)

砂礫混り粘土

角礫凝灰岩層

砂礫混り粘土

花開岩風化帯(マサ)

花開皆

d):能率堆積岩のところでは硬質のもので50

cmを1時間半位がかって掘っているが柔らかいとこ

ろでは50cmを5分～10分位で掘進している.基盤

の花鵠岩のところでは風化帯のマサと呼ばれるところ

で10cmを10分前後で掘っているが堅くなってくる

にしたがって35分～40分と切れ味が悪くなってきた.

そのためダイアモンドビットに切り替えたがダイアモ

ンドでは回転を450～500r･p-mにし送水量も301/

㎜1nにして平均50cmを30分くらいで掘っている.

全体の能率は次のようである.(これには雨天の円

付帯イ乍業も金部含まれている)

傑陸棚道長所要!1数

0～鋤m20m511

20～§C､違30.4n11511

50､達｡～魯O｡婁套29.83n17,1

80.23^〕i王ξ〕､i629,93n114H

b)葦泥水海水はベハナイト泥水を敏州し比

霜を1.簑くらいに保一｡て作業している送泥水驚はメタ

ルクラウンを使用した場合は6c4㎜豆狂としダイア先

ンドビバの場合(雌榊)花㈱岩を捌さくする時1二舳jした)

は30〃狐i皿としている品

㊧全体として1H'当たり2.7mの能率である.

e):考⑳他110.16mを完了するまで鉄筒は全

然沈下もせず傾きもしないで設置した当時と同じ姿

であ･)た1(箏皆は偉術部斌錐課)�
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葺-､

トホ}ム)の取り付け

作業台(ブラッ

世^

正繊灘蛸一湊革

､韓

韓

②鉄筒内に海水を入れて鉄筒を立てる

⑥余瑛髄を眼ゆ付け完疎したポｰリング鉄循

＼

鉄筒の頭部にアンカｰラインを取り付ける

⑥

④鉄筒下部のシュｰのところに取りト11けた2枚の翼�




